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平成20年10月（4）�平成20年10月（5）�

●
日
　
時
：
平
成
20 

年
11 

月
１
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10 

時
〜
午
後
３ 

時�
�

●
場
　
所
：
東
臼
杵
郡
美
郷
町
西
郷
区

　
　
　
　
　
田
代
　
宮
崎
県
林
業
技
術

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
内�

�

●
内
　
容�

（
学
　
ぶ
）�

試
験
研
究
展
示
、チ
ャ
レ
ン
ジ「
樹
木
博
士
」�

�（
楽
し
む
）�

木
工
教
室
、つ
る
細
工
教
室
、ト
ー
ル
ペ
イ

ン
ト
教
室
、葉
脈
し
お
り
教
室
、ど
ん
ぐ
り
・

松
ぼ
っ
く
り
自
由
工
作
、高
性
能
林
業
機
械

操
作
体
験
、木
炭
無
料
配
布
な
ど�

�（
味
わ
う
）�

う
ど
ん
・
シ
イ
タ
ケ
試
食
、ふ
る
さ
と
特
産

品
販
売�

�

●
連
絡
先�

宮
崎
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー�

 

　
1
０
９
８
２
‐
66
‐
２
８
８
８�

�

（こちらに、ご意見などをご記入ください。）�

　
７
月
11
日（
金
）に
西
郷
区
の
全
寿
会
40

名
の
皆
さ
ん
を
西
郷
中
学
校
に
招
待
し
て「
ふ

れ
あ
い
交
流
活
動
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　「
ふ
れ
あ
い
交
流
活
動
」で
は
、
郷
土
料
理

班
・
着
物
の
着
付
け
班
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

班
・
作
物
栽
培
班
の
４
つ
の
班
に
分
か
れ
て

全
寿
会
の
皆
さ
ん
と
生
徒
と
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
ま
し
た
。�

　
郷
土
料
理
班
で
は
，ヨ
モ
ギ
団
子
の
作
り

方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
着
物
の
着
付
け
班
で
は
浴
衣
の
着
付
け

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
班
で
は
、
混
合
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
楽
し
く
競
い
合
い
ま
し
た
。�

　
作
物
栽
培
班
で
は
、
若
宮
の
甲
斐
重
人
さ

ん
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
畑
に
大
豆
と

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
を
ま
き

ま
し
た
。
暑
い
中
、
鍬
の
使

い
方
や
作
物
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
給
食
も
生
徒
と
一
緒
に
食

べ
て
い
た
だ
き
、
最
後
に
、
生

徒
の
育
て
た
ベ
ゴ
ニ
ア
の
鉢

を
全
寿
会
の
皆
さ
ん
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。�

　
今
回
の「
ふ
れ
あ
い
交
流

活
動
」を
通
じ
て
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
温

か
い
ま
な
ざ
し
と
地
域
の
パ

ワ
ー
を
直
接
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
と
と
も
に
、
地
域
で

育
ま
れ
た
知
恵
を
伝
え
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
今
後
も「
地
域
と
の
連
携
」

を
生
か
し
な
が
ら
、
生
徒

の「
生
き
る
力
」を
育
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。�
�

教
育
委
員
会
・
西
郷
中
学
校��

郷土料理班�

グラウンドゴルフ班� 着物の着付け班�

作物栽培班�

　子どもから大人まで誰もが気軽にスポーツ活
動に参加できる「総合型地域スポーツクラブ」に
ついて、以下のとおり公開討論会を開催します。�
　スポーツ・レクリエーションに関心がある方は、
ぜひご出席ください。�
�
●日時�
　10月15日（水）　19時～21時��
●場所�
　西郷ニューホープセンター��
●内容�
　県内の先進地からパネリストを招いてスポ
ーツクラブについて討論する。��
●参加料　無料��
●参加申込�
　各区の教育委員会事務所に申し込んでくだ
さい。�
�

　検察審査会とは、選挙権を有する国民の中からくじ
で選ばれた１１人の検察審査員が、一般の国民を代表
して、検察官が被疑者（犯罪の嫌疑を受けている者）を
裁判にかけなかったこと（不起訴処分）のよしあしを審
査することを主な仕事とするところです。�
　検察審査員・補充員は選挙人名簿の中から候補者
を選び、その候補者の中から選定されることになって
いますので、有権者であればどなたでも選ばれる可能
性があります。�
　平成２１年度以降の候補者に選ばれた旨の通知は、
裁判所（検察審査会は裁判所内の組織です。）から出
すようになりました。通知がありましたら、裁判所の雰
囲気を経験するような軽い気持ちで受け止めていただ
き、最終的に選定通知書が届きましたら是非ご出席い
ただきますようお願いします。�
　検察審査会制度について詳しく知りたい方は、延岡

検察審査会事務局（1０９８２‐３２‐３２９１）までお
尋ね下さい。�
�

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物
へ
の
被
害

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で

に
問
合
せ
の
あ
り
ま
し
た
件
に
つ
き
ま
し
て

Ｑ
＆
Ａ
に
し
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
の
で
参

考
と
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

�

問
１
　
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
何
が
有
効

で
す
か
。�

答
１
　「
遊
休
地
な
ど
の
や
ぶ
払
い
を
し
て

動
物
の
隠
れ
場
所
を
無
く
し
、
農
地
に
近

寄
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
」「
田
畑
を
柵
な

ど
で
囲
い
侵
入
を
防
ぐ
」「
作
物
を
動
物
か

ら
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
」な
ど
生
態
を
知

り
必
要
に
応
じ
た
対
策
が
大
切
で
す
。�

�

問
２
　
被
害
対
策
と
し
て
何
か
助
成
制
度

は
あ
り
ま
す
か
。　�

答
２
　
町
で
は
、
田
畑
へ
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

野
生
動
物
が
侵
入
し
な
い
よ
う
電
気
柵
を

設
置
す
る
場
合
、
購
入
費
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。�

�

問
３
　
銃
及
び
箱
わ
な
の
免
許
を
取
得
し

狩
猟
を
し
た
い
の
で
す
が
ど
う
す
れ
ば
よ

い
で
す
か
。�

答
３
　
毎
年
７
月
頃
に
西
郷
区
に
あ
る
林

業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
狩
猟
免
許
試
験
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
受
験
し
免
許
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
但
し
、
狩
猟
期
間
に
は
狩
猟
は
で
き
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。�

�

問
４
　
狩
猟
期
間
以
外
に
被
害
を
受
け
る

場
合
は
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。�

答
４
　
野
生
動
物
は
法
律
に
よ
り
保
護
さ

れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
捕
獲
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
被
害
が
大
き
い

場
合
は
、
許
可
を
受
け
た
美
郷
町
有
害
鳥

獣
対
策
協
議
会
の
捕
獲
班
に
よ
る
駆
除
活

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。�

　
　
　�

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物
へ
の
被
害

で
お
困
り
の
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】�

美
郷
町
役
場
南
郷
支
所
産
業
振
興
課�
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西
郷
支
所
産
業
振
興
課
　�

　 

　
1
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１
１�

北
郷
支
所
産
業
振
興
課�
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‐
６
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平成20年10月（6）�平成20年10月（7）�

��

�

　総務省では、行政相談制度について理解を深め、一
層利用していただくために、来る10月20日（月）～26日（日）
までの1週間を「秋の行政相談」と定め、通常の行政相談
活動のほか、全国各地で様々な行事等を行います。�
��
毎日の暮らしの中で、国などの仕事について、��
　１　苦情や困っていることがある��
　２　制度や仕組みが分からない��
　３　相談してみたが、説明に納得がいかない��
　４　どこに相談したらよいか分からない��
などありましたら、行政相談委員にご相談下さい。�
�
●本町の行政相談委員��
　西郷区　黒木正樹さん��
　南郷区　那須富重さん��
　北郷区　河内喜美子さん��
��
●相談受付��
　西郷区　毎月第３木曜日、10時～12時、　�
　　　　　峰集会センター�
　南郷区　毎月第１木曜日、19時～21時、中央公民��
　北郷区　毎月第3水曜日、10時～12時、北郷図書館
��
　また、相談は総務省宮崎行政評価事務所でも受け付
けています。全国どこからでも同じ番号でかけられる行
政苦情110番（０５７０ - ０９０１１０）をご利用ください。�

　秋から年末にかけては、夜間、特に夕暮れ時に
重大な交通事故が多発する傾向にあります。この
ため、平成20年9月21日（日）から1月31日（土）まで
を「夕暮れ時の＝早めの点灯・ピカピカ＝運動」期
間として、早めのライト点灯と反射材の積極的な
活用を推進し、交通事故の防止を図ります。町民
の皆さんの積極的な取り組みをお願いします。�

【運動の重点】�
○運転者は、「午後５時点灯、こまめな切り替え
　及び速度抑制」�
○自転車利用者は、「早めの点灯及び反射材の活用」�
○歩行者は、「目立つ服装及び反射材の活用」�

【交通事故相談窓口のお知らせ】�
　県では、交通事故相談窓口にて交通事故相談
を実施しています。�
　・宮崎県交通事故相談所�
　（1０９８５ - ２６ - ７０３９）�
　また、警察においても専門的な立場から相談に
乗っております�
　・警察総合相談室（1０９８５ - ２６ - ９１１０）�
　・日向警察署�
　（1０９８２ - ５３ - ０１１０　事故捜査係）�
�

　
社
団
法
人
宮
崎
県
危
険
物
安
全
協
会
が
、
平
成
20
年
11
月
23
日（
日
）に
実
施
さ
れ
ま
す

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験
に
伴
い
、
合
格
率
の
向
上
を
図
る
た
め
各
地
区
危
険
物
安
全
協

会
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
と
お
り
試
験
準
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。                    

※
右
記
詳
細
チ
ラ
シ
、
受
験
願
書
に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
課（
66-

３
６
０
１
）に
お
い
て
あ

　
り
ま
す
。                    �

※
試
験
準
備
講
習
会
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
検
索
、
申
込
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

h
ttp
://w

w
w
.zen

kikyo
.o
r.jp
/sem

in
ar/in

d
ex.h

tm
l                   �

※
危
険
物
取
扱
者
試
験
願
書
受
付
は
、
平
成
20
年
10
月
２
日（
木
）ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。                    

　県では、県民の皆さんが気軽に参加し、体
験し、交流しながら、人権問題への理解と関
心を深め、人権の大切さについて考えていた
だくイベントを開催します。��
　映画「典子は、今」で有名なライフミッショナ
リーの白井のり子さんの講演会、コンサート、
人権問題に取り組むNPO等の団体の活動照会、
ジンケンジャーの握手・撮影会、物産展など盛
りだくさんの内容です。ご家族や友人の方な
どとお誘い合わせの上、ぜひご来場ください。
��
１日　時　平成20年10月26日（日）�
　　　　  午前10時～午後4時��

２場　所　佐土原総合文化センター�
　　　　　佐土原中央体育館��

３問い合わせ先�
宮崎県人権啓発推進協議会�
（事務局：県人権同和対策課��
　　　　　　　10985-32-4469）��
または、県人権ホームページ�
　　　（http://www.m-jinken.jp/)��
　��
※ライフミッショナリーとは「命の大切さを伝える人」
という意味です。�

　
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
、
夜
間
、
特
に

夕
暮
れ
時
に
重
大
な
交
通
事
故
が
多
発
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
20

年
９
月
21
日（
日
）か
ら
１
月
31
日（
土
）ま

で
を「
夕
暮
れ
時
の
＝
早
め
の
点
灯
・
ピ
カ

ピ
カ
＝
運
動
」期
間
と
し
て
、
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
と
反
射
材
の
積
極
的
な
活
用
を
推

進
し
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。�

　
こ
の
運
動
で
は
、
次
の
重
点
・
推
進
事
項

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�【
運
動
の
重
点
】�

○
運
転
者
は
、「
午
後
５
時
点
灯
、
こ
ま
め

　
な
切
り
替
え
及
び
速
度
抑
制
」�

○
自
転
車
利
用
者
は
、「
早
め
の
点
灯
及
び

　
反
射
材
の
活
用
」�

○
歩
行
者
は
、「
目
立
つ
服
装
及
び
反
射
材

　
の
活
用
」�

�【
主
な
推
進
事
項
】�

⑴
　
自
動
車
運
転
者
は
、
午
後
５
時
に
は

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
歩
行
者
や
対
向
車
に

対
し
て
自
車
の
存
在
を
知
ら
せ
る
と
と
も

に
、
速
度
を
控
え
め
に
し
て
運
転
し
ま
す
。

対
向
車
や
先
行
車
が
な
い
時
は
、
ラ
イ
ト

を
上
向
き
に
し
て
運
転
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
内
や
降
雨
時
な
ど
見

通
し
が
悪
い
と
き
は
、
ラ
イ
ト
を
点
灯
し

ま
す
。�

⑵
　
自
転
車
利
用
者
は
、
早
め
に
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
、
目
立
つ
服
装
で
反
射
材
を
活

用
し
ま
す
。�

⑶
　
歩
行
者
は
、
目
立
つ
服
装
で
、
反
射
材

を
活
用
し
、
運
転
者
か
ら
発
見
さ
れ
や
す

く
し
ま
す
。�

⑷
　
家
庭
で
は
、
家
族
で
交
通
安
全
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
夜
間
外
出
す
る
家
族
に
対

し
て
交
通
事
故
防
止
の
声
か
け
を
励
行
し

ま
す
。�

⑸
　
地
域
、
職
域
で
は
、
各
種
団
体
、
各
事

業
所
等
に
お
い
て
、
交
通
安
全
講
習
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
、
職
域
全
体
で

本
運
動
の
推
進
を
図
り
、
交
通
事
故
を
防

止
し
ま
す
。�

⑹
　
県
、
警
察
、
市
町
村
、
そ
の
他
関
係
機

関
・
団
体
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
広
報
媒
体
を
活

用
し
、
本
運
動
の
周
知
を
図
り
ま
す
。�

⑺
　
警
察
で
は
、
ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯
指

導
、
飲
酒
運
転
、
速
度
超
過
等
悪
質
・
危
険

な
違
反
に
対
し
て
取
締
り
を
強
化
し
ま
す
。�

�

交
通
事
故
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ�

　
県
で
は
、
交
通
事
故
相
談
窓
口
に
て
交

通
事
故
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

・
宮
崎
県
交
通
事
故
相
談
所�

 

1
０
９
８
５
‐
59
‐
７
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ま
た
、
警
察
に
お
い
て
も
専
門
的
な
立

場
か
ら
相
談
に
乗
っ
て
お
り
ま
す�

・
警
察
総
合
相
談
室�

1
０
９
８
５
‐
２６
‐
９
１
１
０�

・
日
向
警
察
署�1

０
９
８
２
‐
５３
‐
０
１
１
０�

　
　
　
　  

事
故
捜
査
係�

�

夕
暮
れ
時
の�

「
早
め
の
点
灯
」・「
ピ
カ
ピ
カ
」�

運
動
に
つ
い
て�

《行政相談シンボルマーク》�

　�

　訪問販売業者な　訪問販売業者などが訪問宅の情報をが訪問宅の情報を暗号暗号で玄関付近玄関付近
に書に書き込んだり、色付色付シールをールを貼ったりするする「マーキーキング」
と呼ばれる被害が発生呼ばれる被害が発生しています。す。�
　このマーキーキングは、は、玄関にある表札やポ玄関にある表札やポスト、電力会電力会
社の識別社の識別シールなールなどの隅に、の隅に、英数字の暗号を英数字の暗号を書き込んだ
りし、住人の情報を住人の情報を仲間に伝え仲間に伝えているいるといわれいわれます。す。�
　留守の時間帯や家族構成などが一目で分かる分かるように
なっており、空き巣などの標的になる恐れがあるため、
見つけたらつけたらすぐ消すようにしてください。い。�
　例　例：Ｓ８－１８Ｒ　（「S」ｼﾝｸﾞﾙｼﾝｸﾞﾙ：一人暮ら一人暮らし、「8-188-18」8時
～18時、時、「R」留守　）留守　）�

　訪問販売業者などが訪問宅の情報を暗号で玄関付近
に書き込んだり、色付シールを貼ったりする「マーキング」
と呼ばれる被害が発生しています。�
　このマーキングは、玄関にある表札やポスト、電力会
社の識別シールなどの隅に、英数字の暗号を書き込んだ
りし、住人の情報を仲間に伝えているといわれます。�
　留守の時間帯や家族構成などが一目で分かるように
なっており、空き巣などの標的になる恐れがあるため、
見つけたらすぐ消すようにしてください。�
　例：D８－１８Ｒ　（「D」ダブル：二人暮らし、「8-18」8
時～18時、「R」留守　）�

�

　
美
郷
町
で
は
、
情
報
面
と
通
信
面

か
ら
地
域
の
課
題
を
総
合
的
に
解
決

す
る
手
段
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）の
拡
張
を
核
と
す
る
情
報

通
信
基
盤
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。�

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
は
？�

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

セ
ン
タ
ー
か
ら
ご
自
宅
ま
で
を
ケ
ー

ブ
ル
で
つ
な
ぐ
た
め
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
始
め
と
す
る
各
種
の
テ
レ
ビ

放
送
を
電
波
障
害
の
な
い
鮮
明
な
映

像
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

自
宅
の
ア
ン
テ
ナ
は
不
要
と
な
り
ま
す
。�

■
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
す
る
こ
と
で
!!�

①
　
役
場
か
ら
の
行
政
情
報
を
始
め
、

運
動
会
や
祭
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の

自
主
放
送
番
組
に
よ
り
、
地
域
の
身

近
な
ニ
ュ
ー
ス
等
を
ご
家
庭
の
テ
レ
ビ

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
町
民
全
体
が
話
題
を
共
有
し
や
す

く
な
り
、
住
民
相
互
の
交
流
が
促
進

さ
れ
る
こ
と
で
、
新
町
と
し
て
の
一
体

感
の
醸
成
に
も
役
立
ち
ま
す
。�

②
　
県
内
波
４
局
以
外
に
も
多
チ
ャ

ン
ネ
ル
放
送
視
聴
の
可
能
性
が
広
が

り
ま
す
。�

③
　
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
た
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
た
め
の
基
盤
が

で
き
あ
が
り
ま
す
。�

④
　
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
高
度

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
可
能

性
が
広
が
り
ま
す
。�

■
現
地
調
査
が
始
ま
り
ま
す
！�

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
拡
張
を
核
と
し

た
美
郷
町
情
報
通
信
基
盤
施
設
整
備

事
業
実
施
設
計
業
務
の
現
地
調
査
が
、

９
月
下
旬
か
ら
11
月
に
か
け
て
行
わ
れ

ま
す
。�

　
町
が
発
行
す
る
調
査
員
証
を
つ
け
た

業
者
の
調
査
員
が
、
各
地
区
の
電
柱
等

の
確
認
を
行
う
形
で
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
調
査
に
は
次
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。�

◎
伝
送
路
調
査�

　
設
計
効
率
の
良
い
ル
ー
ト
を
選
定
し
、

九
電
柱
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
へ
の
共
架
が
可
能

か
ど
う
か
、
補
強
工
事
、
自
営
柱
の
建

柱
も
含
め
て
調
査
し
ま
す
。�

◎
宅
軒
調
査�

　
地
域
内
の
一
般
世
帯
、
公
共
施
設
、

企
業
等
の
位
置
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
伝

送
路
上
の
ど
の
電
柱
か
ら
引
込
工
事
が

可
能
か
調
査
し
ま
す
。�

※
調
査
員
が
直
接
各
ご
家
庭
に
お
伺

い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

�  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

　
　
美
郷
町
企
画
情
報
課�

　
　
　
　
　   

　
1
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�

【
歳
入
に
つ
い
て
④
】�

�

　
今
回
は
町
債
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。�

　
町
債
は
、
地
方
債
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
地
方
公
共
団
体
が
予
算
編
成
を
行

う
際
に
用
い
る
資
金
調
達（
借
入
）手
段

で
す
。
　�

　
つ
ま
り
、
金
融
機
関
等
か
ら
の
借
入

金
の
こ
と
で
、
そ
の
返
済
に
あ
た
っ
て
は

一
会
計
年
度（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
１
年
間
）を
超
え
て
行
わ
れ
る
も
の
を

い
い
ま
す
。�

　
こ
の
こ
と
か
ら
一
会
計
年
度
内
で
借

入
と
借
入
金
の
全
額
を
返
済
す
る
一
時

借
入
金
は
地
方
債
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。�

地
方
債
は
ど
の
よ
う
な
時
に
起
こ
す（
借

入
れ
る
）の
で
し
ょ
う
か
？
　�

　
基
本
的
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の
歳

出（
支
出
）は
、
地
方
債
以
外
の
歳
入（
収

入
）を
も
っ
て
ま
か
な
う
こ
と
が
原
則
で

す
が
、
こ
れ
以
外
に
、
臨
時
突
発
的
に

多
額
の
出
費
が
必
要
な
時
や
、
将
来
の

人
々
に
も
経
費
を
分
担
さ
せ
、
あ
る
い

は
将
来
の
収
益
に
よ
っ
て
返
済
す
る
こ

と
が
む
し
ろ
公
平
で
あ
る
場
合
等
に
は
、

地
方
債
を
経
費
の
財
源
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

　
美
郷
町
は
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
で
５
億
１
、
７
４
０
万
円
の
地

方
債
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

多
く
は
将
来
の
人
々
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
町
道
や
林
道
の
整
備
事
業
等

の
経
費
に
充
て
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
地
方
債
の
中
に
は
、
過
疎
対

策
事
業
債
等
、
地
方
債
を
返
済（
償
還
）

す
る
際
に
一
定
額（
過
疎
対
策
事
業
債

は
70
％
）が
交
付
税
に
算
入（
加
え
る
）

さ
れ
る
有
利
な
地
方
債
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
美
郷
町
で
は
、
多
額
の
経
費
を
伴

な
う
事
業
を
行
う
際
に
は
、
有
利
な
地

方
債
を
選
ん
で
起
債
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
町
債
は
あ
く
ま
で
も
町
の
借
金

で
す
の
で
借
入
、
返
済
は
計
画
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。�

　
結
果
、
町
債
残
高
は
合
併
年
度
末
か

ら
平
成
19
年
度
末
に
か
け
て
17
億
３
１
、

９
２
８
千
円
減
少
し
ま
し
た
。�

�

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
現
在
、
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
々
に
対

し
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に
よ
り

年
金
加
入
記
録
を
お
送
り
し
、
年

金
加
入
記
録
に「
も
れ
」や「
間
違

い
」が
な
い
か
、
ご
確
認
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

�

１
．相
談
窓
口
の
種
類�

　
年
金
の
相
談
は
、�

延
岡
社
会
保
険
事
務
所�

　（
1
０
９
８
５ - 

２１  - 

５
４
２
４
）や�

宮
崎
社
会
保
険
事
務
局�

　（
1
０
９
８
５ - 

６２ - 

０
０
８
０
）へ�

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」で

承
り
ま
す
。�

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」�

　
０
５
７
０ - 

０５ - 

１
１
６
５�

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は�

「
03 - 

６
７
０
０ - 

１
１
６
５
」に�

お
電
話
く
だ
さ
い
。 �

　�２
．開
庁
日
、開
庁
時
間�

●
開
庁
日
：
　
月
曜
日
〜
金
曜
日（
国

民
の
休
日
及
び
年
末
年
始
の
休
日
を

除
く
）。
た
だ
し
、
毎
月
第
２
土
曜
日

は
開
庁
し
ま
す
。 �

●
開
庁
時
間
：�

月
曜
日（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）・・・

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時 �

火
〜
金
曜
日
・・・
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分�

第
２
土
曜
日
・・・
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時�

　�３
．年
金
相
談
に
お
い
で
に
な
る

　 

と
き
に
、お
持
ち
い
た
だ
き
た

　  

い
も
の�

　
年
金
の
相
談
に
お
い
で
に
な
る
と

き
は
、
身
分
証
明
書
や
運
転
免
許
証

（
お
持
ち
の
場
合
は
年
金
手
帳
や
被

保
険
者
証
）と
い
っ
た
、
ご
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。�

　�４
．ご
本
人
以
外
の
ご
家
族
な
ど

　 

が
相
談
を
さ
れ
る
時
の
お
願
い�

　
年
金
の
相
談
は
、
ご
本
人
の
委
任

が
あ
れ
ば
家
族
や
友
人
の
方
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
は
、
ご
本
人

か
ら
の
委
任
状
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。�

　
委
任
状
は
、
特
に
定
め
た
用
紙
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
本
人
の
住
所
、氏
名
、

生
年
月
日
、委
任
内
容
を
記
入
し
た

う
え
、
委
任
を
受
け
る
方
の
住
所
、
氏

名
、
ご
本
人
と
の
関
係
を
書
い
て
ご
本

人
が
署
名
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
委
任
を
受
け
る
方
の
身
分

証
明
書
や
運
転
免
許
証
も
忘
れ
な
い

よ
う
ご
用
意
く
だ
さ
い
。�

�

　
す
で
に
、
広
報
や
、
該
当
者
へ
直

接
ご
連
絡
を
し
て
い
ま
す
が
、
10
月

よ
り
、
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
の
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

（
普
通
徴
収
へ
の
変
更
を
希
望
す
る

申
出
書
を
提
出
さ
れ
た
方
以
外
）�

（
参
考
）�

・
特
別
徴
収
と
は
？�

【
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
を

天
引
き
す
る
こ
と
で
す
。
】�

・
普
通
徴
収
と
は
？�

【
納
付
書
又
は
口
座
振
替
で
納
付

を
行
う
こ
と
で
す
。（
特
別
徴
収
以

外
の
納
付
方
法
）】�

�

◆
特
別
徴
収
に
な
る
方�

　
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
、

次
の
ア
〜
カ
全
て
に
該
当
す
る
方

は
、
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

（
２
ヶ
月
分
に
相
当
す
る
額
）を
差

し
引
い
て
収
め
て
い
た
だ
く
こ
と（
特

別
徴
収
）に
な
り
ま
す
。�

　
た
だ
し
、美
郷
町
は
10
月
か
ら

開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

�【
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
方
】�

ア
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
。�

イ
、 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　
　
い
る
世
帯
員
全
員
が【
ア
】に

　
　
該
当
す
る
世
帯
。�

ウ
、 

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の

　
　
被
保
険
者
。（
世
帯
主
が
後

　
　
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
社
会

　
　
保
険
等
の【
擬
制
世
帯
】は
該

　
　
当
し
な
い
）�

エ
、 

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を

　
　
受
給
し
て
い
る
方
。（
全
て
の

　
　
公
的
年
金
が
対
象
）�

オ
、 

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
の
方
。�

カ
、 

介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保

　
　
険
税
の
支
払
合
計
が
年
金
の

　
　
２
分
の
１
を
超
え
な
い
方
。�

　
つ
ま
り
、【
国
民
健
康
保
険
の
世

帯
員
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
】

で【
年
金
を
18
万
円
以
上
受
給
】し

【
前
年
に
多
額
の
年
金
以
外
の
所

得
が
な
い
世
帯
】で【
世
帯
主
が
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
】で【
世

帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収

の
方
】の
世
帯
は
特
別
徴
収
の
該
当

と
な
り
ま
す
。�

※
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収

　
さ
れ
ま
す
。�

◇
該
当
者
に
は
７
月
28
日
付
で
文

　
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。�

�

◆
特
別
徴
収
の
方
法
に
つ
い
て�

６
月
〜
９
月
ま
で
は
従
来
ど
お
り

納
付
書（
口
座
振
替
の
方
は
口
座

振
替
）で
納
付
し
て
い
た
だ
き
、
10

月
か
ら
は
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

と
な
り
ま
す
。�

������������������������������������

◆
普
通
徴
収
の
方�

　
上
記
の
特
別
徴
収
に
該
当
さ
れ

な
い
方
の
納
付
の
方
法
は
、
今
ま

で
同
様
、
納
付
書
及
び
口
座
振
替

で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
特
別
徴
収
に
該
当
し
て

い
て
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

方
は
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、
口

座
振
替（
普
通
徴
収
…
従
来
ど
お

り
各
期
ご
と
）で
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。�

●
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を

　
滞
納
す
る
こ
と
な
く
納
付
し
て

　
い
る
方�

●
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を

　
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
方

　
又
は
、新
規
で
国
民
健
康
保
険

　
税
を
口
座
振
替
で
納
付
す
る
方�

◇
該
当
者
に
は
７
月
28
日
付
で
文

　
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。�

　
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
へ
の

変
更
を
希
望
す
る
方
は
、
同
封
し

て
あ
り
ま
す
申
出
書
を
各
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
普
通
徴
収
へ
の
変
更
の
申
出
は
、

随
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

事
務
の
都
合
上
、
変
更
に
な
る
に
は
、

申
請
し
て
か
ら
２
〜
３
ヶ
月
程
度

か
か
り
ま
す
。�

　
変
更
作
業
が
終
わ
っ
た
後
、
特

別
徴
収
を
行
う
月
と
、
普
通
徴
収

に
変
更
と
な
る
月
を
文
書
に
て
お

知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。�

　
申
出
書
が
見
当
た
ら
な
い
方
は

各
支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
お

願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
現
在
も
口
座
振
替
で
お

納
め
の
方
は
申
出
書
を
提
出
す
る

だ
け
で
す
が
、
口
座
振
替
で
な
い

方（
納
付
書
で
納
め
て
い
る
方
）は
、

農
協
ま
た
は
郵
便
局
で
口
座
振
替

の
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

������
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こ
の
う
ち
、
２
１
４
名
の
方
が
、
メ

タ
ボ
予
備
群
と
し
て
特
定
保
健
指
導

（
動
機
付
け
支
援
・
積
極
的
支
援
）の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　�

早
く
見
つ
か
っ
て�

よ
か
っ
た
で
す
！！��

����

こ
の
ま
ま
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
・・・

心
筋
梗
塞
？
脳
卒
中
？
人
工
透
析
？�

に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　�

特
定
保
健
指
導（
動
機
づ
け
支
援
・

積
極
的
支
援
）を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　�　
特
定
健
診
で
は
、
健
診
結
果
に
よ

っ
て
、
保
健
指
導
の
行
い
方
を「
情
報

提
供
」、「
動
機
づ
け
支
援
」、「
積
極

的
支
援
」の
３
つ
の
レ
ベ
ル
に
階
層
化

し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
動
機
づ
け
支

援
と
積
極
的
支
援
に
該
当
し
た
人
は
、

生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
保
健
指
導

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

�

現
在「
特
定
保
健
指
導
」を
実
施
中

で
す
。�

　
対
象
に
な
っ
た
方
で
、ま
だ
面
接

予
約
を
取
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、お

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

��【
連
絡
先
】�

西
郷
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　�

　
　
　
　
　
　
　
1
６６ - 

３
６
１
３�

南
郷
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
1
６６ - 

４
０
７
０�

北
郷
支
所
福
祉
保
健
課�

　
　
　
　
　
　
　
1
６６ - 

６
２
０
２�

����

　
犬
を
飼
育
す
る
時
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
生
後
91
日
以
上
の
犬
は「
登
録
」

と｢

狂
犬
病
予
防
注
射｣

を
必
ず
受
け
る

事
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
狂
犬
病
を
発
症
し
た
犬
に
、
人
間
が
噛

ま
れ
、
狂
犬
病
に
罹
患
し
た
場
合
は
、
手

当
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
、
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
死
亡
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
伝
染
病

で
す
。�

　
愛
犬
を
病
気
か
ら
守
る
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
私
た
ち
人
間
の
生
命
を
守
る
為

の
予
防
注
射
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
飼
育

者
は
年
に
１
回
、
必
ず
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
る
事
を
守
り
ま
し
ょ
う
。�

　
予
防
注
射
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
登
録

を
し
て
い
る
飼
育
者
に
は
事
前
に
案
内
し

ま
す
が
、
今
か
ら
登
録
さ
れ
る
方
で
予
防

注
射
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
支
所
福
祉

保
健
課
の
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。�

�
南
郷
支
所
福
祉
保
健
課�　

1
５９ - 

１
６
０
２�

西
郷
支
所
福
祉
保
健
課
　�

　
1
66 - 

３
６
１
０�

北
郷
支
所
福
祉
保
健
課�　

1
6２ - 

６
２
０
２�

��

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
咳
・
鼻
汁

な
ど
の
他
、
発
熱
・
頭
痛
・
全
身
の

倦
怠
感
・
筋
肉
痛
な
ど
の
症
状
が
現

わ
れ
、
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身
症
状
が

強
い
の
が
特
徴
で
す
。
気
管
支
炎
や

肺
炎
を
併
発
し
や
す
く
、
重
症
化

す
る
と
脳
炎
や
心
不
全
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
、
体
力
の
な
い
高
齢
者

や
乳
幼
児
な
ど
は
命
に
か
か
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
を

受
け
て
い
れ
ば
感
染
し
な
い
か
、
感

染
し
て
も
症
状
が
軽
く
す
み
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
接

種
し
て
か
ら
実
際
に
効
果
を
発
揮

す
る
ま
で
に
約
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

流
行
は
12
〜
３
月
で
す
の
で
、
11
月

中
旬
頃
ま
で
に
は
予
防
接
種
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

　
な
お
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と

60
歳
以
上
で
心
臓
、
腎
臓
も
し
く

は
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
の
機
能
に
障
害
の
あ
る
方
は
、

１
回
に
限
り
１
，０
０
０
円
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

�

�
�
�

　
日
本
紅
斑
熱
は
、
病
原
体
を
も
つ
マ
ダ

ニ
に
吸
血
さ
れ
て
感
染
し
た
後
、
１
〜
２

週
間
ほ
ど
し
て
発
症
し
ま
す
。
症
状
は
、

高
熱
と
体
幹
部
と
手
足
の
発
疹
な
ど
が

認
め
ら
れ
、
吸
血
さ
れ
た
部
分
に
は
刺
口

が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
例
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
日
本
紅
斑
熱
は
、
重
症
に
な
り
や
す
い

病
気
で
す
。
野
山
や
畑
、
山
菜
取
り
に
出

か
け
る
と
き
は
、
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
な
い
よ

う
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。�

�

・ 

肌
を
露
出
し
な
い
。（
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、

　
手
袋
着
用
。）�

・ 

草
む
ら
や
地
面
に
、座
っ
て
休
憩
し
な

　
い
。衣
服
を
置
か
な
い
。�

・ 

肌
の
露
出
部
に
人
用
防
虫
ス
プ
レ
ー

　
を
使
用
す
る
。�

・ 

草
む
ら
や
山
林
に
立
ち
入
っ
た
後
は
、

　
入
浴
し
て
着
替
え
る
。�

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
世
帯
に

配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�

　
去
る
５
月
23
日
、
宮
崎
県
共
同
募
金
会

よ
り「
赤
い
羽
根
号
」が
社
会
福
祉
協
議

会
西
郷
事
業
所
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
の
よ
う
に
要
望
を
あ
げ
て
い
た
だ
け
に
、

今
年
よ
う
や
く
配
分
が
決
ま
り
、
念
願
か

な
っ
て
感
激
し
て
い
ま
す
。�

　
今
後
、
地
域
の
福
祉
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
共
同
募
金

へ
の
皆
様
方
の
善
意
と
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。�

��

※ 接種後30分は、経過観察のため病院内に待機していただきますのでご了承ください。�
←�
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保健だより�

受
診
券
」を
受
け
取
っ
た
ら
、各
支
所
福
祉
保

健
課
保
健
師
ま
で
電
話
か
直
接
相
談
日
を
ご

予
約
く
だ
さ
い
。健
診
結
果
説
明
会
で
は
結
果

票
を
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。�

�

・
動
機
付
け
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
予
備
群
の
方�

・
積
極
的
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
リ
ス
ク
が
高
い
方�

�

　外食では、どうしても揚げ物が多くなりがちですが、
衣を残してエネルギーダウンを心がけるとよいでし
ょう。普段あまり意識していない調味料やつまみな
どのエネルギーにも要注意です。脂質は１ｇ９キロカ
ロリーとエネルギーが高いので注意が必要です。（た
んぱく質・炭水化物は１ｇが４キロカロリー）。�
�

　メタボリック症候群とは、Ａ 内臓脂肪型肥満に加え、①脂質異常②高血糖③高血圧のうち２つ以上を合わせ持
った状態をいいます。�
　この状態が長く続くと、動脈硬化が進行し、いき着くところは、死につながる心臓病、脳卒中、糖尿病（Ⅱ型）です。
また、助かっても高度障害などの後遺症も心配です。�
�

　お酒は意外と高カロリー。２～３杯飲んだら、食事１食
分のエネルギーに匹敵します。�
そのためお酒を飲みながらの食事は、エネルギーのとり
過ぎになりがちなので注意しましょう。�
　１杯２杯３杯・・・とすすんでしまうお酒ですが、メタボ予
防には、飲み会の回数を減らす、晩酌はやめる（無理な
場合は休肝日を作る）など行動を変えてみることも必要で
す。�
�

　食べ過ぎ、飲み過ぎ、運動不足、喫煙など不健康な生活習慣を続けていると、内臓脂肪がお腹にたまり、お腹が
ぽっこり出た内臓脂肪型肥満に！�

○診断基準（メタボリック症候群診断基準検討委員会２００５年）�

�

+

※①②③は�
服薬中の人を含みます。�
�

　
10
月
は「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」で
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
は
、
白
血
病
な
ど
の
血
液
難

病
患
者
さ
ん
と
善
意
の
提
供
者
を
結
ぶ
命

の
架
け
橋
で
す
。�

　
現
在
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
者
数

は
全
国
で
30
万
人
を
超
え
ま
し
た
が
、
今

後
も
、
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
に
骨

髄
移
植
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
よ
う
ド
ナ

ー
登
録
へ
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
登
録
は
、
わ
ず
か
２
ml
の
採
血

で
出
来
ま
す
。�

�【
ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
方
】�

・ 

骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し 

　
て
い
る
方�

・ 

年
齢
が
18 

歳
以
上
、
54 

歳
以
下
で
健
康

　
な
方�

・ 

体
重
が
男
性
45 

kg
 

以
上
、女
性
40 

kg
 

以

　
上
の
方�

�

　
次
の
日
程
で
、
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
会
を

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。�

�

日
　
　
時
：
平
成
20 

年
10 

月
５
日（
日
）�

　
　
　
　
　
午
前
10 

時
〜
午
後
４
時�

場
　
　
所
：
ジ
ャ
ス
コ
日
向
店�

問
合
せ
先
：
日
向
保
健
所�

　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り
課�

　
　
1
５２ - 

５
１
０
１�
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日
本
民
俗
学
の
父
と
い
わ
れ
る

柳
田
国
男
が
、
明
治
41
年
に
神
門

を
経
由
し
、
椎
葉
村
を
訪
れ
て
か
ら

今
年
で
百
年
に
な
る
こ
と
を
記
念
し
、

『
柳
田
国
男
百
年
の
旅
』が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。�

　
う
ち
、南
郷
区
で
は
７
月
19
日（
土
）、

20
日（
日
）の
２
日
間
に
渡
っ
て
開
催

さ
れ
、
19
日
は
永
松
敦
宮
崎
公
立

大
学
教
授
に
よ
る「
柳
田
国
男
・
椎

葉
へ
の
旅
」と
題
し
た
講
演
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
東
北
地
方
の
マ
タ

ギ
の
風
習
の
話
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、

民
俗
学
と
柳
田
国
男
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
約
40
名
の

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
夜
に
は
参
加
者
と
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
参
加
し
た
交
流
会
が
あ
り
、

こ
の
旅
へ
の
意
気
込
み
な
ど
を
語
ら

い
あ
い
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。�

　
翌
20
日
に
は
、
柳
田
国
男
が
椎

葉
入
り
し
た
際
に
使
っ
た
笹
の
峠
を
、

全
員
で
歩
い
て
越
え
ま
し
た
。
途
中

峠
で
は
、
松
尾
地
区
の
那
須
さ
ん
が

「
駄
賃
つ
け
節
」で
参
加
者
を
出
迎
え
、

地
元
に
伝
わ
る
民
話
の
披
露
等
も

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。�

　
参
加
者
達
は
、
百
年
前
と
同
じ

季
節
・
同
じ
ル
ー
ト
で
、
柳
田
国
男

の
足
跡
を
辿
る
こ
の
旅
を
と
お
し
て
、

当
時
の
暮
ら
し
や
伝
承
文
化
の
奥

深
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。�

�

い
だ
ご
ろ
踊
り
と
は
？�

　
南
郷
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統

芸
能
で
先
祖
鎮
魂
供
養
踊
り
で
す
。�

　
南
郷
区
で
は
、死
者
の
た
め
の
供

養
と
な
っ
て
盆
踊
り
と
し
て
唄
い
踊

り
続
け
ら
れ
て
お
り
、お
と
な
し
い

も
の
し
と
や
か
な
も
の
な
ど
が
あ
り
、

い
だ
ご
ろ（
ウ
グ
イ
）を
投
網
で
獲
る

し
ぐ
さ
が
踊
り
や
口
説
き
と
な
っ
て

現
れ
て
い
ま
す
。い
だ
ご
ろ
た
な（
三

味
線
、太
鼓
、口
説
き
）が
南
郷
区
の

各
地
区
に
数
多
く
伝
承
さ
れ
て
お
り
、

南
郷
区
民（
老
若
男
女
）で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
踊
れ
る
親
し
み
深
い
盆
踊
り

で
す
。�

　
南
郷
区
の
真
夏
の
風
物

詩
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し

た「
百
済
の
里
い
だ
ご
ろ
祭
り
」

が
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
祭
り
の
メ
イ
ン
は
、

も
ち
ろ
ん
区
民
、
帰
省
客
、
観
光
客
の
参

加
者
総
踊
り
に
よ
る「
い
だ
ご
ろ
踊
り
」

で
す
。
今
年
は
神
門
長
堀
と
神
門
上
区

の
両
公
民
館
の「
た
な
」か
ら
軽
快
な
三

味
線
と
太
鼓
の
音
が
響
き
だ
し
、
口
説

き
が
は
じ
ま
る
頃
に
は
踊
り
の
輪
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

小
丸
川
河
川
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
魚
の

つ
か
み
獲
り
、
大
分
立
命
館
ア
ジ
ア
太

平
洋
大
学
留
学
生
の
サ
ム
ル
ノ
リ
、
県

下
を
代
表
す
る
和
太
鼓
の
グ
ル
ー
プ
の

太
鼓
フ
ェ
ス
タ
、
南
郷
区
の
地
域
活
性
化

を
応
援
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
セ
ー

フ
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
＆
リ
バ
ー
の
設
立
セ
レ

モ
ニ
ー
、「
上
田
正
樹
、
大
森
隆
志
コ
ン

サ
ー
ト
」な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
で

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
大
勢
の

参
加
者
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。�

※
今
回
の
祭
り
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

各
方
面
に
わ
た
っ
て
多
大
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
わ
り
、
関
係
者
一
同
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

�

夏の終わりを告げる風流な花火�

迫力満点の三味線�
（各地区から応援）�

参加者全員で賑わった「いだごろ踊り」�

いだごろ棚の晴舞台！�
神門盆地中に熱く響き�
渡りました。�

サムルノリ：大分立命館アジア太平洋大学の留学生の皆さん�

大人も子供もおおはしゃぎ�

日向地域を盛上げようと結成！十五夜太鼓（日向市）� 宮崎が誇る和太鼓集団！橘太鼓（宮崎響座）� 和太鼓の魅力に魅かれて！秋月鼓動（高鍋町）�

　8月10日、上小丸川漁業協同組
合主催による「親子魚釣り大会」は、
遠くは門川町・日向市から46名の
親子が参加して、南郷区水清谷オ
ートキャンプ場で開催されました。�
　この大会は、親と子の触れ合いを図りながら、
河川環境の保護と共生について考えようと行
われたもので、当日は、魚のつかみ取りや水遊
びのほか、親子で魚釣りをしたり、手作りのお
弁当を食べたり、夏休みの一日を親子で楽しく過ごしました。�
　日向市から参加した親子は、「魚がたくさん放流されていて驚いた。
また、来年も参加したい。」と、感想を述べていました。�
�

　神門保育
所では、昨年
から月に１回、
楽しく遊びな
がら英語を
学ぶ「英語で
あそぼう」の時間を設けています。�
　先生は、ボランティアの鈴木まゆさん
です。�
　毎月、子どもたちはこの時間をとても
楽しみにしていているそうです。クリスマ
ス会には、英語の歌も発表します。�

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
宮
崎
市
の
養
鰻
業「（
株
）大
森
淡
水
」

な
ど
が
母
体
と
な
っ
て
今
年
７
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
設
立
セ
レ
モ
ニ
ー
が「
百
済
の
里
い
だ
ご
ろ
祭
り
」

の
会
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
大
森
仁
志
理
事
長
が「
南
郷
区
の
地
域
振
興
の
た

め
地
元
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
桜
を
植
え
ま
し
ょ
う
」と

挨
拶
し
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
株
式
会
社

大
森
淡
水
、
米
良
電

機
産
業
株
式
会
社
の

協
賛
で
大
型
デ
ジ
タ

ル
液
晶
Ｔ
Ｖ
等
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選

会
や
ヒ
ッ
ト
曲「
悲
し

い
色
や
ね
」で
知
ら
れ

る
上
田
正
樹
さ
ん
、

元
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ
の
ギ
タ
リ
ス

ト
大
森
隆
志
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
、
１
９
７
０
年
代

の
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
に
観

客
は
酔
い
し
れ
て
い

ま
し
た
。�

3131

お楽しみ抽選会の様子� 観客を魅了したコンサート�

東国原知事から届いた�
ビデオメッセージ�
東国原知事から届いた�
ビデオメッセージ�
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�

�

「
悲
し
き
矛
盾
」か
ら
　
　
　
　
　
　�

　
地
平
線
が
眉
に
せ
ま
り
て
暮
れ
か
か
る�

　
大
海
原
の
さ
び
し
き
色
か
な�

(

解
説)

　
蕨
野
　
育�

　
水
平
線
の
ま
ち
が
い
で
は
と
。�

辞
典
に
は
、「
海
ま
た
は
平
原
が
空
と
接
す
る
一

線
」と
あ
る
。�

　
眉
に
せ
ま
っ
て
見
え
る
ほ
ど
く
っ
き
り
と
広
が

る
水
平
線
。
そ
の
暮
れ
か
か
る
海
原
の
色
が
さ

び
し
い
と
。
思
う
よ
う
に
ゆ
か
な
い
暮
ら
し
向
き
。

葉
桜
の
心
が
寂
し
い
の
だ
。
　
　(

葉
桜
顕
彰
会)

　
西
郷
中
学
校
の
野
球
部
は
、
３
年
生
が
部

活
を
終
了
し
、
現
在
１
年
生
６
人
、
２
年
生

４
人
合
わ
せ
て
10
名
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
１
年
生
の
中
に
は
北
郷
中
か
ら
参
加
し

て
い
る
頑
張
り
や
さ
ん
も
１
人
い
ま
す
。
部

活
動
を
す
る
に
は
、
試
合
に
出
ら
れ
る
ギ
リ

ギ
リ
の
人
数
で
、
紅
白
戦
も
出
来
な
い
状
態

で
す
。
そ
の
た
め
、
町
外
へ
行
っ
た
り
し
て
、

経
験
を
重
ね
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
、
大
人

の
西
郷
ク
ラ
ブ
や
先
輩
達
も
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

　
そ
ん
な
野
球
部
に
８
月
か
ら
、
新
し
い
選

手「
背
番
号
11
」が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
選

手
は
、
３
年
生
の
保
護
者
を
含
む
野
球
部
後

援
会（
昨
年
度
会
長
山
本
浩
司
）の
発
声
で
、

御
田
祭
の
会
場
で
バ
ザ
ー
を
開
き
、
寄
附
金

も
あ
わ
せ
た
収
益
金
で
購
入
し
た„
ピ
ッ
チ

ン
グ
マ
シ
ン
“で
す
。
選
手
が
１
人
増
え
た
こ

と
で
、
野
球
部
員
達
も
さ
ら
に
練
習
に
力
が

入
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
バ
ザ
ー
や
寄
附
金
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
を
申
し

上
げ„
選
手
“の
紹
介
と
い
た
し
ま
す�

�

　今年度２回目の全寿大学として、９
月９日（火）、延岡市北浦にある宮崎
県水産振興協会の施設を見学しまし
た。�
　同施設では、宮崎県沿岸の漁場に
放流するためのマダイやアワビ等の
養殖やカンパチ養殖の研究等、水産
振興事業を行なっており、参加者か
らは積極的な質問が出ていました。�
�
�
�

新たに西郷中に１１人目の選手�
(ピッチングマシン）が登場�

整備された機器�

お
ほ
わ
た
つ
み�

　この夏、美郷町青年団と宮崎デザイナーズクラ
ブ『HENLOHENLO（ヘンロヘンロ）』が協力し、小
八重小学校において地域おこしイベントが開催さ
れました。�
　イベントは、宮崎の素晴らしさを「遊びながら学ぶ」
というコンセプトのもと３日間開催され、地場産品
を使ったお菓子作り教室、音楽祭、フラダンス体験
やプロスキューバダイバーによる海の生き物講座
などが開催され、会場は賑わいをみせました。�
　これからも町青年団は様々なことにチャレンジ
していきます！�
�

稚魚を飼育する大水槽�

海の生き物講座�

お菓子作り教室�

フラダンス体験�

　
西
郷
区
の
坂
本
公
民
館
は
、
平
成
20
年

の
２
月
に
、
立
石
区
と
小
原
区
が
自
主
的

に
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
坂
本
公
民
館
に
、（
財
）自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
益
金
を
財
源
と
し

て
行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
り
、
放
送
設
備
・
机
・
椅
子
等
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。�

　
坂
本
公
民
館
で
は
、
９
月
に
旧
坂
本
小

学
校
の
跡
に
あ
る
体
育

館
を
利
用
し
、
地
区
全
体

の
敬
老
会
と
あ
わ
せ
て
、

区
民
総
参
加
の
親
睦
交

流
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
年
間
を
通
し
て
、

研
修
会
や
伝
承
行
事
な

ど
屋
内
外
の
各
種
行
事

に
活
用
さ
れ
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
広
が

っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

�

　平成20年度の御田祭フォトコンテストには、県内外より243点（応募者
数102名）の応募がありました。審査の結果、次の方々が見事入賞しました。�
　入賞作品・応募作品については、各種イベント等に展示させていただ
きます。ご応募誠にありがとうございました。�
�
�

特選「早乙女の田植え」弓削正寛さん�

準特選「激走」雀ヶ野秀憲さん�

�

平成２０年度　御田祭フォトコンテスト　結果発表   �
●応募総数　２４３点   ●応募者数　１０２名   �

�

　９月５日（金）宮崎市で
行われた宮崎県商工会
青年部連合会の結成４０
周年記念大会において、
「若い経営者の主張発表
大会」に出場した和田区
の三股哲也さんが、優秀

賞（第２位）を受賞しました。三股さんは、商工会青年部の活
動を通しての地域振興とまちづくりについて「混迷し先の見
えない景気の中で、自分たちの活動を信じて、元気を出して
がんばろう。」と力強く発表しました。�

　西郷区高校
生保護者の会
主催による「高
校生のつどい」
が８月１４日（木）
に西郷区で開
催されました。�
　北郷診療所

の横山医師指導のもと心肺蘇生法を受講した後、
グラウンドゴルフで汗をかき、最後は流しそう
めんとバーベキューで昼食交流会を行いました。�
　別々の高校に進学した友人との久しぶりの
再会に話もはずんでいるようでした。�
�

いざという時に役に立ちます�

優秀賞を受賞した三股哲也さん�

昨年の音楽祭の様子�

●入賞者 �

　美々川音楽祭は、町内をはじめとする県内のアマチュアバンド
による野外ライブです。�
当日は、午後２時開演で、特別ゲストに元サザンオールスターズ
の大森隆志さんをお迎えしてのライブ、また、富島高校の和太鼓
グループ「やまびこ」も出演します。�
開放的な雰囲気の中、熱いライブが繰り広げられます。入場無料
です。是非、ご家族お友
達お誘い合わせの上、遊
びにおいで下さい。��
[日時]10月5日（日）�
　　　午後2時スタート�
　　　（雨天中止）�
[場所]石峠レイクランド�
　　　芝生広場�
�



平成20年10月（18）�平成20年10月（19）�

�

�

�
�
�

　北郷区林研グループでは、ログハウス作りの名人福
田裕人さんを講師に迎え、ログ材作りの研修を行って
います。興味のある方はぜひ、お気軽にご参加ください。�
�
●日　時：１０月４日（土）、１１日（土）、２５日（土）�
　　　　 １１月１日（土）、８日（土）、１５日（土）、�
　　　　 ２２日（土）、２９日（土）�
●時　間：午前８時～午後５時�
●場　所：美郷町北郷区宇納間ダイチュウ跡地�
●持参品：チェンソー（持っていなければお貸しします）、
　　　　 弁当、飲み物�
●受講料：１日５千円（材料費込み）※ただし、全工程
　　　　 参加希望の方は３千円�
●その他：事故等の責任は負いませんので、必要な
　　　　  方は、保険はご自身でおかけください。�

●問合せ先：美郷町北郷区林研グループ�
　　　　　 （北郷支所産業振興課）�
　　　　　 1０９８２‐６２‐６２０３�
�

平成１９年５月２６日開催　酒蔵コンサートの様子�

写真提供：尾田幸太郎さん�

　
９
月
７
日
、
細
宇
納
間
地
区
で
天
神

祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
細
宇
納
間
公
民
館（
甲
斐
哲

洋
館
長
）が
主
催
し
て
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
地
区
民
１
０
０
名

ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
餅
ま
き
や
料
理
・
神
酒
の

振
る
舞
い
な
ど
も
行
わ
れ
、
餅
ま
き
で

は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
歓
声
を

上
げ
て
餅
を
拾
っ
て
お
り
、
夕
方
ま
で

地
区
住
民
の
交
流
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。�

�

　
９
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
、
宮
崎
市
で
第
57
回
宮
崎
県

青
年
大
会
が
開
催
さ
れ
、
北
郷
区
よ
り
ボ
ウ
リ
ン
グ
男
子

の
部
、
ベ
ー
カ
ー（
男
女
混
合
）の
部
に
各
１
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。�

　
試
合
は
、
清
武
町
球
遊
館
で
午
前
1１
時
に
開
始
。
男
子

の
部
で
は
３
名
が
、
ベ
ー
カ
ー
の
部
で
は
６
名
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
、
両
部
門
と
も
熱
戦
の
末
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
６
日
の
開
会
式
場
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
北
郷
区
青
年
団
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
が
披
露
さ
れ
、
迫
力

あ
る
演
舞
で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。�

�

�

　「地蔵の里を語る会総会」（松永忠隆会長）が9月7日、門
川町で開かれました。�
　この会は、同町に在住する旧北郷村出身者で集う村人
会で、旧「門川五十鈴会」の呼び名を改称したものです。�
総会は午前11時から「魚甚閣」で、会員５６名、北郷区から
廣島区長会長外５名、曽川泉門川町長、延岡・日向の各五
十鈴会会長を含め１７名の来賓を招いて開かれ、懇親会の
部では、コミカルな舞踊や手品、カラオケ、北郷区からゲ
スト出演の「てにゃわんず」のバンド演奏などで大変盛会に
行われました。�
　参加した会員は北郷の思い出を語り旧交を温めていま
した。�
�

　９月６日、特別養護老人ホームうなまの里（　瀬純
一施設長）で「うなまの里敬老会」が行われました。�
　当日はうなまの里とグループホームあじさい苑入
所者名５０名が参加し、来賓として町から織田副町長、
議会より日　議長をはじめ１7名が出席しました。�
　佐藤セイさん（105歳）、川西ウメさん（100歳）の２
名は１００歳以上のご長寿ということで、みなさんに
お祝いのことばをかけられていました。�
　また、祝賀会では日向市のあすなろ会、施設職員
による踊りや歌などの余興も行われ、ご長寿を祝い
健康を祈念する会は盛会に終了しました。�
�

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業

（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）の
補

助
を
受
け
て
小
黒
木
公
民
館（
黒
田
峯
男
館
長
）

が
音
響
備
品
・
椅
子
机
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。�

　
小
黒
木
公
民
館
で
は
、
年
間
行
事
を
地
区
民
総

参
加
で
行
い
、
ま
た
地
域
の
音
楽
愛
好
家
で
つ
く
る

バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ「
て
に
ゃ
わ
ん
ず
」の
活
動
も
盛

ん
で
す
。�

　
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
会
、
地
区
祭
り
、
各
集
会
・
会

合
等
に
使
用
す
る
音
響
機
器
や
机
・
椅
子
な
ど
を

こ
の
事
業
で
購
入
し
ま
し
た
。�

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
機
材
は
地
域
の
活
動
、
事
業
の

振
興
に
活
用
さ
れ
ま
す
。�

�

　昨年、大きな反響を呼んだ「酒
蔵コンサート」が今年は「ミュー
ジックギフトin美郷」と題して、
開催されます。�
　入場は無料ですので、お気
軽にお越しください。�
�
●日　時：平成２０年１０月１８日（土曜日）　夜開催�

●場　所：甲斐酒店酒蔵（美郷町北郷区宇納間中原地区）�

●入場料：無料�

●問合せ先：美郷町教育委員会北郷事務所�
　　　　　   1０９８２‐６２‐６２０５�
�
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